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策
定
の
背
景
と
目
的

国
内
で
は
、
急
速
な
情
報
化
や
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
進
展
、Ａ
Ｉ
技
術
の
飛
躍
的
な
発
展
、

子
ど
も
の
貧
困
や
地
域
間
格
差
、
少
子
化
な

ど
、社
会
情
勢
が
急
激
に
変
化
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生
き
る

児
童・
生
徒
に
は
、自
立
し
た
人
間
と
し
て
、

主
体
的
に
判
断
し
、
多
様
な
人
々
と
協
働
し

な
が
ら
、
新
た
な
価
値
や
技
術
を
創
造
す
る

力
を
育
む
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
市
は
、
人
間
関
係
の
広
が
り
を
重

視
し
た
教
育
活
動
を
実
践
し
、
多
様
な
人
と

の
交
流
を
通
し
て
、
学
び
合
い
、
切
磋
琢
磨

す
る
中
で
、
様
々
な
資
質
や
能
力
を
培
う
こ

と
を
よ
り
一
層
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
資
質
や
能
力
を
育
成
す
る
た

め
、
児
童
・
生
徒
に
と
っ
て
の
よ
り
よ
い
教

育
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
の
基
準
と
し
て
基
本
方
針
を

策
定
し
ま
し
た
。

　
望
ま
し
い
学
校
規
模
と
配
置
条
件

学
校
規
模

小
学
校
…�

12
学
級
以
上
で
24
学
級
を
超
え

な
い
範
囲
（
特
別
支
援
学
級
を

除
き
各
学
年
２
～
４
学
級
）

中
学
校
…�

９
学
級
以
上
で
18
学
級
を
超
え

な
い
範
囲
（
特
別
支
援
学
級
を

除
き
各
学
年
３
～
６
学
級
）

配
置
条
件

通
学
距
離
が
、
小
学
校
お
お
む
ね
４
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
以
内
、
中
学
校
お
お
む
ね
６
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
。
ま
た
は
、
通
学
時
間

が
小
・
中
学
校
と
も
に
、
お
お
む
ね
1
時

間
以
内
（
徒
歩
、
自
転
車
、
交
通
機
関
な

ど
を
利
用
し
た
場
合
）

　
適
正
化
の
対
象
と
な
る
学
校

全
て
の
市
立
小
・
中
学
校
で
小
中
一
貫
教

育
を
推
進
し
つ
つ
、児
童
・
生
徒
の
減
少
に

伴
い
、
豊
か
な
学
び
の
継
続
・
維
持
が
困
難

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
学
校
に
は
、
適
切
な

教
育
環
境
の
整
備
を
目
指
し
た
再
編
計
画
の

検
討
を
進
め
ま
す
。

次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
学
校
を
対

象
に
検
討
し
ま
す
。

•�

現
在
、
適
正
規
模
を
下
回
る
小
・
中
学
校

•�

今
後
10
年
間
程
度
の
期
間
で
、
適
正
規
模

を
下
回
る
可
能
性
が
高
い
ま
た
は
上
回
り

続
け
る
可
能
性
が
高
い
小
・
中
学
校

　
今
後
の
方
針

適
正
化
の
検
討
が
必
要
な
学
校

▼
早
急
に
適
正
化
の
検
討
を
進
め
る
学
校

•�

現
時
点
で
複★

１
式
学
級
と
な
っ
て
い
る
学
校

•
現
時
点
で
単★

２
学
級
が
存
在
す
る
中
学
校

▼�

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
適
正
化
の
検
討

を
進
め
る
学
校

•
今
後
、
複
式
学
級
と
な
る
可
能
性
の
高

い
小
学
校

•
今
後
、
単
学
級
が
存
在
す
る
可
能
性
の

高
い
中
学
校

•
現
時
点
で
単
学
級
が
存
在
す
る
小
学
校

★
1
　�

複
式
学
級
…
2
つ
以
上
の
学
年
を

1
つ
に
し
た
ク
ラ
ス

★
2
　�

単
学
級
…
1
つ
の
学
年
に
1
つ
の

ク
ラ
ス

適
正
化
の
検
討
の
余
地
が
あ
る
学
校

▼
順
次
、
適
正
化
の
検
討
を
進
め
る
学
校

•
数
年
後
に
単
学
級
の
発
生
が
予
想
さ
れ

る
小
学
校

•
小
規
模
な
学
校
が
複
数
近
接
す
る
地
域

•
学
校
の
一
体
化
に
よ
り
、
教
育
効
果
が

高
ま
る
地
域

▼�

児
童
・
生
徒
数
の
推
移
を
注
視
し
つ
つ
、

様
々
な
角
度
か
ら
検
証
・
検
討
す
る
学
校

•
現
時
点
で
適
正
規
模
の
上
限
を
超
え
て

い
る
小
･
中
学
校

•
学
校
施
設
が
不
足
す
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
小
･
中
学
校

富
士
市
立
小
中
学
校
適
正
規
模
・
適
正
配

置
基
本
方
針
を
進
め
る
際
は
、
保
護
者
や
地

域
住
民
の
皆
さ
ん
と
の
十
分
な
協
議
を
重
ね
、

理
解
を
得
な
が
ら
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
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富士市立小中学校適正規模・
適正配置基本方針を策定しました

未来を担う子どものために、よりよい教育環境を！

基
本
方
針
に
つ
い
て
▼

詳
し
く
は
こ
ち
ら

（
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）

同年代の集団の中での
学校教育

思考力
判断力

表現力

問題解決
能力

社会性や�
規範意識など

多様な考えにふれる
認め合う

切磋琢磨する
協力し合う

市は、令和２年６月に「富士市立小中学校適正規模・適正配置
基本方針」を策定しました。今後は、この方針に基づいて、学校
規模・学校配置の適正化に取り組み、児童・生徒にとってのよ
りよい教育環境を整備し、さらなる教育の質の向上を図ります。


